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【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/10     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/04    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/10    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３４３Ｚ
   Ｇ０９Ｆ   9/30    ３６５Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月3日(2009.7.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
回路が形成された基板と、
前記回路による表面凹凸を平坦にするために、前記基板の上に形成された平坦化層と、前
記平坦化層の上に、少なくとも発光層が二つの電極の間に挟まれて構成されている複数の
有機ＥＬ素子と、
前記有機ＥＬ素子と前記有機ＥＬ素子とを分離するための素子分離膜と、が形成された有
機ＥＬ素子基板と、
前記有機ＥＬ素子を保護する表面封止部材と、
前記有機ＥＬ素子基板と前記表面封止部材との間に設けられた充填層とを有し、前記表面
封止部材の周縁部に、前記表面封止部材と前記基板とを接着するための紫外線硬化型接着
剤を配してなる有機ＥＬパネルにおいて、
　前記充填層に紫外線吸収剤が含有されていることを特徴とする、有機ＥＬパネル。
【請求項２】
　前記充填層に含有されている紫外線吸収剤はベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤である
ことを特徴とする、請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項３】
　前記充填層に光安定化剤が含有されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の
有機ＥＬパネル。
【請求項４】
　前記光安定化剤はヒンダードアミン系光安定化剤であることを特徴とする、請求項３に
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記載の有機ＥＬパネル。
【請求項５】
　前記紫外線硬化型接着剤は、前記紫外線吸収剤の吸収波長よりも短い波長の紫外線で硬
化することを特徴とする、請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　すなわち上記課題を解決するための請求項１に記載の有機ＥＬパネルは、回路が形成さ
れた基板と、
前記回路による表面凹凸を平坦にするために、前記基板の上に形成された平坦化層と、前
記平坦化層の上に、少なくとも発光層が二つの電極の間に挟まれて構成されている複数の
有機ＥＬ素子と、
前記有機ＥＬ素子と前記有機ＥＬ素子とを分離するための素子分離膜と、が形成された有
機ＥＬ素子基板と、
前記有機ＥＬ素子を保護する表面封止部材と、
前記有機ＥＬ素子基板と前記表面封止部材との間に設けられた充填層とを有し、前記表面
封止部材の周縁部に、前記表面封止部材と前記基板とを接着するための紫外線硬化型接着
剤を配してなる有機ＥＬパネルにおいて、
　前記充填層に紫外線吸収剤が含有されていることを特徴とする。
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